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①情報提供の
充実

①市民活動団体について詳細な紹介が
なされているが、関わり方やどのよう
な関わり方が求められるのかなどが分
からない。第3次事業を更に発展させて
ほしい。情報提供の方法も引き続き検
討してほしい。（ウ）②毎月のボラン
ティア情報を市のHP、多摩ボラセンな
どを通じて発信し申込みをできるよう
にする。（イ）

毎日行われている活動を
ネットで公開（イ）

各世代のほしい情報がい
つでも手軽に手に入る環
境づくり。（SNS、アプ
リ、AI等を利用したい）
（イ）

・地域で活動してる団体の情報の発信
地域で活動する団体の事業やイベントをSNSなどで相互に発信し合えるシステムを構
築する。
※行政からの情報提供には限界がある。当事者団体がホッとな情報を発信し合うことが
できたら、それを見た市民も興味を抱くと思う。

広報活動の徹底：１地域３誌の広報発行により情報提供の充
実させる。（コミュニティーセンターと地域の連合会及び各
自治会・管理組合ごとの広報月間誌発行により徹底した情報
伝達を行う。（活動中）

●市民活動情報ポータルサイトの新設(or改
善)
→他市のサイト(例:はちコミねっと)を参考に
→地域デビュー手引書と市民活動検索サイ
トの連動
→活動場所の紹介、補助金情報、市民バン
クなど

情報配信サービスの開始
登録するとその情報に関係
する情報が配信されてくる
（イ）

たま広報のレイアウト改善（生涯
学習をまとめ、細目に健康、文
化，芸術、スポーツなど分かりや
すくし、保存版にする。

②相談体制の
充実

「居場所」のネットワー
ク化と、SNS利用も念
頭においたワンストップ
の相談体制の導入

福祉なんでも相談（ウ）
市役所における市民相談
事業（秘書広報課）
（ア）

地域福祉推進委員会(1)：地域の問題、自分の悩み事、疑問
点等をテーマとしてワークショップを開催し、改善できる問
題はその場で回答し、即答不可の場合は皆で話し合う。（活
動中）

一人一人の人生の中に発生
する悩みを解決するため、
経験者の声を知り活かす場
の提供（イ）

生涯学習課専門の窓口を設け、わ
かりやすく一本化し柔軟に対応で
きるようにする。（専門の相談員
の配置）

③学習の場や
機会づくり

生活文化や地域文化を充
実する観点から、世代間
の対話・交流を促す活動
の場や機会を設ける、あ
るいは応援する。

①集まれる場所を用意する。（ウ）
②座学型から座学+グループワーク型、
グループワーク型へプログラム、施設
のリノベーションを進めていく。
（ウ）

これ以上する必要なし
自宅でも学習できるオンラ
イン講習（イ）

・「居場所」づくりの促進・支援
多世代が交流し、学び合える機会をつくるため、住民主導による気軽に使える「居場
所」を、地域ごとにつくれるよう支援する。
※公民館やコミセンにはそれぞれ役割があるが、もっとハードルの低い、柔軟に使える
ような「場」が欲しいという要望は多い。先日のワークショップでも、数人からそうし
た意見が出されていた。
※空き家を活用するなどして、行政の支援はその家賃の一部を助成する程度に止め、運
営は、地域にそれに対応できる責任ある団体を組織してもらい、そこがあたる。

コミュニティーセンターの活用：コメントは省略。（活動
中）　　アーケードカフェ：シャッター街を利用し昼食＆お
茶会、単純であるが広範囲で触れ合いの場が作れる（活動
中）

●旧北貝取小学校跡地施設の整備との関連
づけ
●パルテノン多摩の改修、図書館整備との
関連づけ
→これらの場の整備を生涯学習施策の中に
位置づける

今ある福祉施設の活動時間
終了後に別交流実行取り組
み（イ）

朝のラジオ体操、太極拳などの推
進（ボランティアで定期的に開催
し、参加は自由、屋外での活動の
ため通り掛かった時でも参加でき
る。また、小学生、中学生参加で
はスタンプをため景品と交換な
ど、多世代の交流の場に）

④地域活動・
ボランティア
活動・ＮＰＯ
活動への支援

様々な市民活動への支援
ボランティアセンターの充
実（ウ）

多摩稲城防犯協会への支援：「日本一犯罪のない安全・安心
まちづくり」への参加（あたご地区内に防犯支部を３団体設
立。（活動中）

●市民企画事業補助金の新設(or拡大)
●補助金・助成金の情報提供（市以外のも
のも含む）
→情報検索サイト内で情報入手～申請をし
やすく

立上げ市民サークルの紹介
情報を市民に配信（イ）

⑤人材育成へ
の支援

児童・生徒・学生の地域社会へ参画の
機会を増やす（多世代交流・協働）
（ウ）

必要なし
ボランティア育成講座を卒
業した人の登録、公開。資
格制度など。

多世代団体同士を繋げる
コーディネーターの育成
（ウ）

・地域のリーダーとなる人材の発掘とネットワークづくり
※講座などを開催し育成するのは難しいし限界もある。すでに地域には多様な人材がい
るので、そうした人たちが繋がり合うことで、様々な化学反応が生まれると思う。豊富
な体験を教える場にもなると思う。

任期終了役員・委員の再任用を推進する：超高齢化の地域で
はあるが、戦力になる役員経験者は多いので大いに活用す
る。（活動中）

ボランティアを実行した人
に対する利益（HPに名前掲
載等）を明確化して、より
自発的に行ってもらう
（ア）

⑥「健幸」な
人生に向けた
学びの充実

市民企画（提案）型の講
座（事業）制度の導入

大学等教育機関との連携によるリカレ
ント教育プログラム開発（ウ）多様性
を認めあう学習プロラム、学習支援
（ウ）

個人的にすることが基本

行政・民間・市民が一体
となり、開催するイベン
ト（ウ）［例：せいせき
みらいフェスティバル
（経済観光課）…特に行
政との協働に学びが大き
いと感じる］

地域福祉推進委員会(2)：健康づくり「まち歩き」、食を通
じた健康講座・脳トレ。（活動中）

●オリ・パラを契機にしたスポーツイベン
ト
→一過性のイベントで終わるのではなくレ
ガシーとして継続する取り組みに(毎年実施
する、など)

子供とお年寄りが一緒に多
摩市内を散歩するといった
交流会（イ）

多摩市民健幸大学を開講し、多数
の講座を設け、関心、興味のある
気軽に選択。一定以上の受講で修
了書授与。

⑦ ラ イ フ ス
テージ・ライ
フサイクルに
応じた学習メ
ニューの充実

各世代が生活者の視点から学ぶ、学び
あえる事業

個人的にすることが基本
孤育てにならないための
ママ友の輪を拡げる活動
の推進（ウ）

●市内大学の市民講座との連携
→健康、生活科学、職業スキルなどの講座
の紹介(告知)
→大学の地域貢献、地域人材育成活動への
協力(文科省政策との連動)

一人一人が自分の幸せを感
じる生き方をする、人生デ
ザインの作成環境を提供
（イ）

⑧誰もが学べ
る環境づくり

特に就労支援事業（ウ） 個人的にすることが基本
送迎ボランティア及び送迎
機関の充実（イ）

●貧困層への学習支援・生活支援事業
→貧困層(親子)をボランティアが支える仕組
みづくり
→学習支援事業者の育成

図書館の空き席情報確認
（イ）

⓽学びを通じ
た市民協働の
推進

多様な市民による参加や
共同作業をとおして、芸
術文化やスポーツ分野の
価値を創造するためのイ
ベントを、年ごとにテー
マを変えて企画実施する
（現代の「祭り」のイ
メージ）。

各種イベントの実行委員
会（ウ）［例：せいせき
みらい活性化実行委員会
…企画から設営までを経
験できる→イベントを立
ち上げる力を持った市民
が増える］

福祉施設と学童保育施設の
交流を定期的に実行（イ）

⓾ 家 庭 ・ 学
校・地域の連
携・協働によ
る学びの推進

①コミュニティセンターとの連携（ア
ドバイスや情報提供等）のため公民館
職員体制の充実（ウ）

消防団や知見のある方に
よる各市民・各地域の防
災・減災能力を高める事
業（イ）

・既存制度（地域学習恊働本部や放課後子ども教室など）のさらなる充実を図る
※第一小学校、多摩中学校では、一定の効果を上げているので、さらに開かれた制度と
して、事業の充実を図っていく。
※関戸、一ノ宮地区ではまち育てネットワーク・関一（地域福祉推進委員会）がハブと
なることで、連携が上手くいっている。また放課後子ども教室では児童館が果たしてい
る役割も大きい。
※市民活動はパッチワークがいいと思う。普段はそれぞれの団体が自分たちのミッショ
ンに基づいて活動しつつも、時には団体同士がパッチワークのように繋がり合うこと
で、地域に膨らみをもたせることができる。

地域運動会の開催：地域住民と小・中学校の共同参加で開催
する。また同日の午前中開催として学童を中心とする防犯と
防災知識の向上を目的とした訓練競技を開催している。（活
動中）

●小中学生の地域学習のカリキュラム化
→探究学習を通じた思考・判断・表現力の
育成
→地域住民や保護者の参画、成果発表・表
彰など

高齢者が小中学校で共に授
業を一緒に体験する交流
（イ）

⑪持続可能で
元気な地域づ
くり

SDGsは地球規模の課題
でありながら地域の課題
でもあることに着目し
て、多摩市にふさわしい
SDGsの達成に向けて、
社会教育の場や機会を活
用し参加型の課題解決学
習の場を設ける。

「ふるさと多摩」と思える
多摩の良さ、住み続けたい
と思える多世代各々を発見
をする機会

多摩市民誰もが参加し合え
る多摩独自の祭り（イベン
ト）があればよい

地域イベントの支援
（ウ）［地域イベントが
あると、設営者にも参加
者にも生涯学習の機会を
多く提供できる］

世代間交流（幼児と高齢
者）での料理や運動、手
遊び体験（ウ）

・地域に根づいた伝統的なイベントを通じて、子どもたちの育成を図る
※青少年問題協議会と連携し、関戸地区では秋の例大祭には万灯づくりを、関戸・一ノ
宮地区では正月のどんど焼きを子どもたちに体験させ効果を上げいる。またそうした事
業を通じて、大人同士も繋がって元気な地域づくりに貢献している。

盆踊り＋夏祭り（又は秋祭り）の開催：地域の活性化及び交
流、学童の活躍の場を提供、引きこもり高齢者の防止策、離
住家族（特に孫）との団らんの場を提供。（活動中）

多世代の垣根がなく交流で
きるカフェサロンがある
（イ）

⑥の多摩市民健幸大学で学ぶだけ
でなく、学んだことを活かせる場
の情報提供（大学卒業後、就職活
動をするイメージ）

⑫生涯学習推
進体制の充実

各課と情報共有、連携による市民の学
習支援体制づくりを進める。

必要なし

・支え合いシステムの構築
※「地域委員会」を例えば「まち育て連」といった程度の軽い名称にして、自ら汗を流
す実践部隊として地域ごとに組織配置する。
※上記の「居場所」の運営もそうした団体があたることも考えられる。

答えのない課題を提供し討
論する場を提供（イ）

PDCAサイクルが重要。特に実行
した後の評価での問題点を把握し
改善をこまめにする。評価にあ
たってはアンケートのみならず、
現状把握のため視察も含む。

その他　施策または事業 その他　施策または事業 その他　施策または事業 その他　施策または事業 その他　施策または事業 その他　施策または事業

第3次多摩市生涯学習推進計画の施策
の仕組みを見直し、さらに発展させて
ほしい。

すべての事業には、予算
が必要なので優先順位を
つけて実施することが必
須。今後は絞り込み・整
理するべき。

役所内各課の横のつなが
りを密にし、協力出来る
体制になってほしい。

多摩市名所めぐりラリー：多摩市を良く知っていただき
健康市民をアピールして頂く事が目的。写真・場所・
コースと交通手段を報告して頂き、内容を審査し阿部市
長より賞を贈呈する。（個人ではなく数名のグループ行
動が望ましい）

すでに取り組んでいる活動が多いので、メ
ニューを増やすだけでなく、既存の活動の
再整理や統合などが必要だと考えます。

福祉施設と学童施設の融
合した法律を度外視した
環境を提供（イ）

すでに動いている大規模なまちづくり施策
との連動を考える必要があります。生涯学
習計画の中にその視点を入れるとともに、
まちづくり施策の中に生涯学習の観点を入
れることも重要です。(両者に齟齬がない
ように＋必要な視点が盛り込まれるよう
に)

個別施策検討シート（委員意見まとめ）

基本
理念

目指す
方向 推進項目
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【施策や事業の範囲】

（ア）現在多摩市で行っている施策等で、第３次の事業一覧にないもの

（イ）新たにこんな施策や事業があったらいいなと思うもの

（ウ）第３次の個別施策や事業等に記載があるうち、特に重要だと思うもの

・上記の推進項目に振り分けられな

い施策や事業（新たにこんな施策や

事業があったらいいなと思うものも

含む）

資料４


